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オープン･分散環境対応機能を提供するエンドユーザーコンピューティング クリ工イティブステーション3050シリーズおよびパー

ソナルステーションFLORAシリーズを中心にしたクライアント サーバモデルによって,エンドユーザーコンピューティングを実現している｡

平成3年4月から販売を開始したクリエイティブ

ステーション3050シリーズおよびパーソナルステー

ションFLORAシリーズは,国際標準,業界標準を,取

り入れた新ワークステーションおよびパーソナルコ

ンピュータ(以‾F,パソコンと略す｡)である｡H立製

作所では"FOREFRONT”のコンセプトに基づき,

この新ワークステーションおよびパソコンと,すで

にオフィスにある使い慣れたパソコンをl卜じ､にし

た,国際標準･業界標準仕様に準拠したオープンな

*[1立製作所 ソフトウェア開発本部

環境でのクライアント サーバモテルによるエンド

ユーザー指向の新しいコンピュータ利用形態を提案

する｡これにより,部門内業務としてニーズの高い

文書,各種データなどの共用を可能とするとともに,

このシステムと汎(はん)用コンピュータを接続･連

携することにより,部門内業務と基幹業務の高度な

分散･連携処理が実現でき,業務の高効率化を図る

ことができる｡
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tl はじめに

,90年代に入F),コンピュータシステムは情報化社会,

巾場構造の変化に柔軟に対応するために,従来の汎(は

ん)用コンピュータと端末という構成の時代からスーパ

ーコンビュータ,ワークステーション,高性能パーソナ

ルコンピュータ(以下,パソコンと略す｡)など,ユーザー

のこ-ズにきめ細かく対応する多様なコンピュータで構

成されるようになってきている｡これは,業務の専門家

であるエンドユーザーにとって使いやすいコンピュータ

システムの要求が強くなってきているからである｡

すなわち,エンドユーザーの視点でコンピュータシス

テムを再構築したいというニーズが出てきたことによる｡

またソフトウェア分野でも,このような多様なコンピ

ュータをシステム化するというユーザーのニーズにこた

えて,その基盤の整備が急速に進んでいる｡

"FOREFRONT''コンセプトに基づきエンドユーザー

の視点に立った"Client,sSystemEye”の提案する企業

情報システムを実現するために,クリエイティブステー

ション3050シリーズ(以■F,3050シリーズと略す｡),パー

ソナルステーションFLORAシリーズ(以下,FLORAシ

リーズと略す｡)のソフトウェアプラットフォーム環境と

してのソフトウェア製品は,以‾‾卜の2点を重点に開発を

推進している｡

(1)国際･業界標準仕様採f引こよるオープン化機能への

対応

コンピュータのユーザーにとってソフトウェアに対す

る投資は,ハードウェアに対する投資に比べて今後ます

ます増大する傾向にある｡これに対応して国際･業界標

準什様を採用した製品を提供し,オープン化へ対Jぷする

ことにより,ユーザーは今まで使い慣れた流通ソフトウ

ェアをそのまま使うことができ,また新しくソフトウェ

アを開発することなく,目的に合ったソフトウェアを流

通ソフトウェアから選んで使うことが吋能となる｡さら

に,従来の2020/2050シリーズで提供しているソフトウェ

アもオープン化へ対応し,機能強化を図っている｡

(2)エンドユーザーコンピューティングへの対応

エンドユーザーコンピューティングを実現するため

に,以下の開発を行っている｡

(a)FLORAシリーズ,3050シリーズ連携による部門

内エンドユーザーレベルデータの共用化

(b)クライアントサーバ形RDB(RelationalData

Base)による部門内業務の分散化システムの実現
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(c)クライアントサーバ形分散マップ機能によるホス

ト業務の分散化システムの実現

(d)クライアントサーバ形国際標準準拠メールシステ

ムの実現

これによって実現するクライアント サーバモテルに

よるコンピュータシステムの形態をU絵に示す｡ここで

は,FLORAシリーズ,3050シリーズ連携によって実現さ

れるシステムを中心に述べる｡

田 国際･業界標準準拠のクライアント サーバ

システムの構築基盤

"FOREFRONT''コンセプトを具体化するクライアン

ト サーバモテリレでの3050シリーズとFLORAシリーズ

は,プログラムのポータビリティーやコネクティビティ

ーを重視し,凶際･業界標準仕様を積極的に採用してい

る｡以下,開発指針である七つの環境に即して述べる｡

``FOREFRONT”のコンセプトを実現する日立製作所の

ワークステーション,パソコンの製品群を表1に示す｡

(1)ヒューマンインタフェース環境

3050シリーズでは業界標準仕様であるOSF/Motif※1)

を採用し,FLORAシリーズではMSWindows文2)の採用

により,統一的なエンドユーザー操作が可能となるよう

対応している｡

(2)アプリケーション環境

ユーザーアプリケーション構築のため,ISO(Interna-

tionalOrganization for Standardization:国際標準化

機構)あるいはANSI(American NationalStandards

Institute:米国国家規格協会)の定めた規格に準拠した,

言語,ライブラリを提供することにより,プログラムの

ポータビリティーを確保している｡

(3)データベース環境

業界標準を指向したRDBMS(RDB Management

System)の一つであるUNIFY※3)2000を提供し,オープ

ンなデータベース環境へ対応している｡

(4)コミュニケーション環境

任意のシステムで分散コンピューティング,トランザ

クション処理,電子メールを実現するため,その基盤に

※1)OSF/Motifは,オープンソフトウエア･ファウンデー

ションの商標である｡

※2)MSWindows,LANマネージャは,米国マイクロソフ

ト社の登録商標または商品名称である｡

※3)UNIFYは,UNIFY社の登録商標である｡
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表l`下OREFRONT”のコンセプトを支えるオープンシステ

ム対応の基本プラットフォーム l`FOREFRONT”のコンセプ

トを支える七つの環境に対応して,3050シリーズとFLORAシリーズ

のソフトウエアプラットフォームは,国際標準･業界標準仕様を積

極的に採用している｡

環境/製品 規 格,概 要

ヒューマンインタフェース環境

日立Motif OSF/Motifl.1
X Window System X WindowSystem Ve｢sionl【R4

アプリケーション環境

C ANSIX3.159.】989

COBOL/2
ANSl,85COBOL高位レベル

(ANS】X3.23-1985HighLeveト)

COBOL85
ANSl,85COBOL高位レベル

(ANSIX3.23一事985HighLeveり

OFORT77 ANSIX3.9-1989

GKSライブラリ2
ANSIX3.】24-1985

lSO7942-1985

LISP E2
CommonLISP

ANS】X3+13

PROLOG E2 DEC-10P｢olog

データベース環境

二Ⅰ虹
コミュニケーション環境

XNF/X OSしHNA

OSAS/FT/W OSIFTAM

TACTシリーズ OS憬境のオンライントランザクションプロタウト

MAILSERV2/W OSIMOTIS/MHS(X.400)

LANマネージャ〉2.0,

LANマネージャ/3050
NetworkOS

NetWa｢efo｢Hitadli3850,

NetW∂re〉3.1+
NetworkOS

システム管理環境

二]二重直二=
ソフトウェアプラットフォーム環境

H卜UX/WE2

XPG3Vol.l～3

POSIX1003.la Draft5

SVIDissueZ BA_OS,BA_CMD,BA_LIB

MS-DOS

MS Windows

ハードウェア環境

クリエイティブステーション3050シリーズ

パーソナルステーションFLORA(3010,3020)シリーズ

エンジニアリングワークステーション2050Gシリーズ

注:略語説明 ANSl(American NationalStandardslnstitute)

lSO(hternationa10rganizationforStandardization)

OSAS(OSIApp】icationSupportCommon Facility)

MOTIS(MessageOrientedText州erchangeSystem)

MHS(Message H∂ndlingSystem)

SNMP(Simp】eNetworkManagementProtocol)

XPG(X/Open PortabilityGuide)

ISOで規定されているOSI(Open SystemsInterconnec-

tion)製占占群をサポートしている｡また,ワークステーシ

ョンとパソコンの有機的な接続を吋能とするため,ネッ

トワークOSを採用している｡

(5)システム管理環境

クライアント サーバモデルによるコンピュータシス

テムを実現する._卜で,システムの運用管理は重要なポイ

ントであり,SNMP(Simple Network Management

Protoc()1)によるLAN管理環境を提供している｡

(6)ソフトウェアプラットフォーム環境

3050シリーズのOSとしてUNIX削)OSであるHトUX/

WE2を提供している｡このOSは,ⅩPG3,POSIXおよ

びSVID2に準拠したポータビリティーに優れた業界標

準のOSである｡また,FLORAシリーズではパソコンの

標準OSであるMS-DOS※5)とMS Windowsを提供する

ことにより,ユーザーの慣れ親しんだ数多くの流通ソフ

トウェアを利用することができる｡

(7)ハードウェア環境

卜記(1ト(6)に示した環境を支えるハードウェアとし

て,3050シリーズ,FLORAシリーズを提供している｡

田 クライアントサーバ応用システム概要

3.1部門内エンドユーザーレベルデータの共用化

最近のパソコンの普及に伴い,部門内のエンドユーザ

ーレベルデータを共用し,部門業務を効率化したいとい

うニーズが高まっている｡FLORAシリーズで作成した

エンドユーザーレベルデータを,FLORAシリーズや

3050シリーズをサーバとして使って共用化するシステム

を実現するために,NetWare那),LANマネージャ椚)を

サポートした｡

(1)NetWare

NetWareは,米国ノベル社が開発し,米田のパソコンー

LAN市場で最大のシェアを占めるNOS(ネットワーク

OS)である｡NetWareは,クライアントからサーバのフ

ァイル共用機能とプリンタ共用機能をサポートしてい

る｡ファイル共用機能は,LANに接続されたクライアン

トからサーバのディスク(共用ディスク)をクライアント

のディスクのようにアクセスできる機能である｡これに

よって,例えばエンドユーザーがワードプロセッサ,表

計算ソフトで作成したデータを共用ディスクに置き,部

門内で共同利用することが可能である｡またプリンタヨ1こ

用機能は,LANに接続されたクライアントからサーバの

プリンタ(共用プリンタ)をクライアントのプリンタのよ

※4)UNIXオペレーティングシステムは,UNIXシステム

ラボラトリーズ祉が開発し,ライセンスしている｡

※5)MS-DOSは,米国マイクロソフト朴によって開発され

たディスク オペレーティング システムである｡

※6)NetWareは,米同ノベル社の米田での登録商標であ

る｡
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うに共用できる機能である｡サーバでは印刷要求をスプ

ールするので,複数のクライアントから同時に印刷をす

ることも可能である｡この機能によって高性能なプリン

タを共同利用することができ,システムコストの低減を

図れる｡

サーバとしては3050/R,RsvをサポートするNetWare

forHitachi3050と,3020Hまたは3010Dをサポートする

NetWare v3.1Jがある｡これらのサーバソフトウェアは

クライアントソフトウェアを含んでおり,クライアント

としては,FLORAシリーズをはじめ,他社の主要パソコ

ンにも対応している｡

.(2)LANマネージャ

LANマネージャは,米国マイクロソフト社が開発した

NOSで,NetWareとほぼ同等な機能を持っている｡

LANマネージャの特徴的機能として,ドメインの概念

を取り入れた大規模LANへの対応がある｡

サーバとしては,3050/R,RsvをサポートするLANマ

ネージャ/3050と,3020または3010Dをサポートする

LANマネージャを製品化する(図l)｡

3.2 部門内業務の分散処理

2050シリーズでは,従来ワークステーション桐RDBと

してRDBライブラリ2を提供してきたが,ワークステー

ションを中心とする部門内の分散化処理システムに対応

するRDBとして,新たにUNIFY2000を製品化した｡

UNIFY2000の特長は次のとおりである｡

(1)クライアント･サーバ形のRDIヨ

データベース本体をクライアント(アプリケーション

プログラム実行部)とサーバ(共用データの管理,クライ

アントからの要求に対するサービスの実行部)に分けて,

それぞれ別のマシンに搭載できるので,サーバマシンの

CPU負荷を軽減できる｡また,クライアントやサーバの

システムへの追加が簡単に行えるため,システムを柔軟

に拡張することができる｡

(2)業界標準対応のRDB

ANSI準拠のSQL(Structured Query Language)(レ

ベル2)をサポートし,TCP/IP(TransmissionControI

Protocol/Internet Protocol)LAN上のリモート データ

ベース アクセスにより,オープンシステムに対応してい

る｡

(3)オンライントランザクション処理への対応

UNIFY2000は,部門内でのオンライントランザクシ

ョン処理に対応した以下の機能を持つ｡

(a)柔軟なパフォーマンスチューニング
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3050/R,Rsv
サーバ

(HH+×/
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FJORAシリーズ 3050/R,Rsv FLORAシリーズ

サーバ サーバ サーバ

(Hl-∪×/

WE2)

匡N:許TeLA㌔誌‾ジャ′匡漂乙諾
NW/
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SPX/
lPX

観

TCPハP

CDlO

シリーズ

NetWare LANマネージャ

111111
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』ヒ』』』

流通ソフト

転 塾 型

FJORAシリーズクライアント, FJORAシリーズクライアント,

他社PCクライアント 他社PCクライアント

図l部門内エンドユーザーレベルデータの共用化

FLORA,3050シリーズを使って,部門内エンドユーザーレベルデ

ータを共用化するためにファイル共用機能,プリンタ共用機能を持

つLANマネージャ,NetWareをサポートした｡

100種類以上のチューニングパラメータにより,使用

メモリ量,ディスク配置などを目的のシステムに合わ

せて最適化することが可能である｡

(b)高い信頼性

トランザクション管理機台凱 自動リカバリー機能,

5段階のセキュリティー機能などを備えている｡

(c)柔軟な運用性

データベースの構成変更やバックアップ,ディスク

ボリュームの追加などが,オンライン業務中でも可能

である｡

(4)汎用コンピュータデータの利用

ファイル転送用ソフトを使って,汎用コンピュータデ

ータをUNIFY2000にダウンロードし,部門の共用デー

タとして利用できる｡

UNIFY2000の製品体系を表2に,代表的なシステム

構成を図2に示す｡

3.3 汎用コンピュータ基幹業務の分散化

大形汎用コンピュータのオペレーティングシステム

VOS3(Virtual-StOrageOperatingSystem3)では,そ
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表2 UNIFY2000の製品体系 UN肝Y2000は,データベースサ

ーバと,クライアントおよびRDBライブラリ2からの移行ツールで

構成される｡

♯ 品 名 機 能

l UNIFY2000/H-S〉

データベースサーバ本体

TCP/lPリモート データベース アク

セス機能

2 UNIFY2000/H-CT TCPハPベースクライアント

3 UNIFY2000/H】TL
RDBライブラリ2からの移行を支援す

るユーティリティ

注:略語説明 TCPハP(TransmissionControIProtocolハnternetProtocol)

RDB(Rel∂tionalD∂taBase)

汎用コンピュータ

(VOS3)

×DM/RD

⊂】

L

瑚

部門DB

基幹DB

ファイル転送

3050シリーズサーバ

(Hト∪×/WE2)

アプリケーション

UNIFY2000/H-S〉

]NIFY2000/H-CT 流通ソフト

アプリケーション

⊥+

(J.

3050シリーズ

クライアント

注:略語説明

++
(J

WS 3050シリーズ･WS

クライアント

++

FLORAシリーズ･WS/PC
クライアント

他社PCクライアント

XDM/RD(ExtensibleDataManager/

RelationalDatabase)

CS(Comm山cationStatjon)

図2 部門内業務の分散処理 UN肝■Y2000は,

(Structured()ueryL∂ngUage)(レベル2)をサポート

ANSl準拠のS(〕L

したクライアン

トサーバ形のRDBである｡ファイル転送用ソフトを使って汎用コン

ピュータのRDBと連携することも可能である｡

の特徴である人容呆ファイル,信頼朋三,高速処理を生か

した人規模トランザクションシステムを提供し,エンド

ユーザーの基幹業務を処理している｡従来,オンライン

トランザクションシステムのデータ処理,ファイルアク

セス,端末システムの制御,両面の表示などをすべて汎

用コンピュータで実行してきたが,ワークステーション

やパソコンの高性能化に伴い,高い処耳蛸旨力を持つシス

テムが芥易に導入できるようになり,2050HトUX/Wシ

ステムではオンライントランザクション処理プログラム

として"TACTSTOC”を提供し,以下のユーザーニー

ズにこたえるシステムを実二呪してきた｡

(1)汎用コンピュータの処坤をワークステーションに分

散し,価格性能比の良いシステムを構築したい｡

(2)汎糊コンピュータのマッピング処堺をワークステー

ションに分散させ,汎rrJコンピュータの負荷低減レスポ

ンスの向上,転送データ量の削減による回線費用の削減

をしたい｡

3050シリーズでは,その後継としてクライアントサー

バ形の｢TACTシリーズ+を提供する｡その特徴は以下

の3Jlである｡

(1)サーバクライアント形

TACTSTOCでは,ユーザープログラムを含むすべて

の機能を1プロセスで実行してきたが,TAC'Ⅰ､シリーズ

では通信制御,内耐Iiり御などを行うサーバと,これを利

用するユーザープログラムをクライアントに分けた｡ユ

ーザーは必要とする機能をサーバに自由に組み合わせる

ことで最適なシステム構築ができる｡

(2)ユーザーの開発負担を低減

ユーザープログラムはマルチスレッド(マルチタスク)

の准列処押を意識する必要がなくなった｡これによって

ユーザーの開発負荷が低減するとともに,プログラムの

叶読性が良くなl),保守件も向上する｡

(3)ユーザーインタフェースのl子口_ト

クライアントにFl-ORAシリーズが利用でき,また,

3050シリーズではMotifなどの優れたプレゼンテーショ

ン機能が利用できるので,ユーザーインタフェースをい

っそう向上できる｡TACTシリーズの全体構成を図3に

ホす｡

3.4 国際標準準拠電子メールシステム

LANマネージャ,NetWareなどのネットワークOSに

対応した電･ナメールシステムとLてMAILUSER/Pおよ

びMAILSERV2/Wを開発した｡MAILUSER/Pは

FLORAシリーズ上で,エンドユーザーレベルデータの

発信･受信機能を実現し,MAILSERV2/Wは,3050/

R,Rsv+二でユーザーの発信したメールを転送する機能を

持つ｡さらにOSI標準MHS(MessageHandlingSystem)

プロトコルにより,メールシステム間,VOS3/VOSK

HOAPMAIL,MIOS7/AS(Multiple officeInforma-

tion Operating Systen17/Advanced SystenlProd-

uct),eCABINET/MAILとのメーリング,および他社

MHSメールシステムとの接続も可能である(図4)｡そ

の+ミか特技を以下に述べる｡
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汎用コンピュータ(VOS3)

業務処理

データベース

CDlOシリース

OSl

3050シリーズサーバ

(Hl-∪×/WE2)

ユーザーアプリケーション

によるメニュー画面

制御/入力データの

チェック･加工

TACT

誇;

※

×P/W

TCP/lP

表示･印刷サーバ

(×P/W,×P/P)

固

×サーバ

攣
3050シリーズ･3020シリーズ･WS

注:略語説明など

VOS3(VirtuaトstorageOperatingSystem3)

TACT(0nlineTransactionProcessingFacilities)

XP/W(HitachiExtendedPresentatjonServiceServer/Workstation)

図3 汎用コンピュータ基幹業務の分散化 TACTシリーズ

は,汎用コンピュータの基幹業務を分散するために,クライアント

サーバ形のオンライントランザクション処‡里機能を提供する｡

(1)著名流通ソフトウェアのデータのメーリング

メールの中にパソコン上の著名流通ソフトウェアのデ

ータなどを同封して,メールの送受信を行うことができ

る｡

(2)MS Windowsによる使いやすいユーザーインタフ

ェース

クライアントのソフトウエアは,MS Windows上で動

作し,ダイアログボックス,プルダウンメニュー,マウス

操作とのユーザーフレンドリーな会話形ユーザーインタ

フェースによって直観的に操作できる環境を提供する｡

(3)国際標準MHSに準拠

CCITT(国際電信電話諮問委員全)が定めるⅩ.400(,84

年度版)勧告のMHS(メッセージ通信処理システム)に

準拠した電子メールシステムで,INTAP(情報処理運用

技術協会)OSIMOTIS実装規約(Pl/P2プロトコル)

汎用コンピュータ

(芯深手深竺占譜冨鞘占Aル)
メール

ボックス

OSl/MHS

メール

ボックス

3050/R,
Rsvサーバ(Hト∪×/WE2)

■l

3020シリーズ･

WS

注:略語説明

■

他社MHSメールシステム

メール

ボックス

メール

ボックス

3050/R,
Rs〉サーバ(Hト∪×/WE2)

■l

3020シリーズ･ 3020シリーズ

■l

3020シリーズ
WS WS ws

VOSK(VOS Kindness)

M10S7/AS(M=l叫eOfficel=formatjonOperating

System7/AdvancedSystemProduct)

MHS(MessageHandlingSystem)

図4 電子メールシステムの構成 国際標準OSl/MHSによる

サーバ間の接続およびHOAPMAIL,eCABINET/MAIL接続,さらに他社

MHSメールシステムとの接続をサポートする｡

第2版にも準拠している｡

匂 おわりに

以上,3050シリーズ,FLORAシリーズを中心としたク

ライアント サーバモテルによるコンピュータシステム

の開発のねらいと特長について述べた｡今後もR立製作

所のシステムコンセプトである"FOREFRONT''に基づ

いた各種のクライアント サーバモデルによるコンピュ

ータシステムの開発を推進し,ユーザーに満足される製

.冒-を掟疾したいと考えている｡特にエンドユーザーが慣
れ親しんだパソコンのユーザーインタフェースを重視す

るとともに,オープンなプラットフォームでシステム構

築をすることで,ますます進むマルチベンダ化に対応し,

汎用コンピュータを含めた最適なシステムをユーザーに

提案をしたいと考えている｡
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